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No. 設問
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１ ある ⇒問６－２へ

２ ない ⇒問７－１へ

１

２

３

４

少なかった

就職や職場での扱いで不利益を受けること

結婚や交際において周囲からの反対を受けること

学校や、地域のコミュニティの中で、いじめや嫌がらせ
などの差別的行為を受けること

身元調査をされたり、行政機関などに特定の地区が同
和地区であるかを問合せをされたりすること

概ね理解できた

あまり理解できなかった

全く理解できなかった

適切であった

多かった

４
本日の研修に参加する前、「部落差別の解消の推進に関する
法律」について知っていましたか？

家庭や地域など身近なコミュニティの場

SNSなどのインターネット上

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内容（趣旨）を知っていた

名称や法律があることは知っていた

知らなかった

インターネット上に、偏見や差別を助長する投稿や、特
定の地区が同和地区であると示すような投稿が掲載
されること

同和問題を口実として企業や公官庁等に対する不当
な要求（えせ同和行為）が行われること

その他の人権侵害

職場

５

本日の研修に参加する前、「同和問題（部落差別）」に関して、
今なお、次のような人権侵害や問題などがあると思ってい
ましたか？
（複数回答可）

６－1
あなたは、直近５年間に同和問題（部落差別）に関して、職場
や家庭など身近で、問題と思われる言動を直接受けたり、見
聞きしたりしたことがありますか？

人権研修受講後の職員アンケート（イメージ）

※選択した回答の番号に〇（マル）を記入してください。

３ 研修資料の量（ボリューム）は適切でしたか？

１ あなたの年代をお答えください。

２ 研修内容について、理解できましたか？

10歳代

20歳代

選択肢

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

理解できた

６－2
問６－１で「１　ある」と回答した場合、それはどこで起きた出
来事でしたか？
（複数回答可）
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※選択した回答の番号に〇（マル）を記入してください。

選択肢

１ 認識を改めるよう注意（対話）を行う

２ 職場の上司に相談する

３ 所属の人権担当者に相談する

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５ 何をすべきかわからない ⇒問７－２へ

７－２
問7－１で「５ 何をすべきかわからない」と回答した場合、そ
の理由を記述してください。

１ 認識を改めるよう注意（対話）を行う

２ 他の親族や友人・知人に相談する

３ 国や自治体などの相談機関に相談する

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５ 何をすべきかわからない ⇒問８－２へ

８－２
問8－１で「５ 何をすべきかわからない」と回答した場合、そ
の理由を記述してください。

９
今回の研修について、良かった点、良くなかった点があれ
ば、記述してください。

８－１

⇒問８－１へ

⇒問９へ
あなたの家族や近所の人など、身近なコミュニティの場で、
差別的な言動を直接見聞きしたときに、どのような行動を
とろうと思いますか？
（複数回答可）

７－1
あなたの職場で、同僚や上司による差別的な言動を直接見
聞きしたときに、どのような行動をとろうと思いますか？
（複数回答可）


